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田

中

鶴

吉

東
洋
の

小
ロ

ビ

ン

ソ

ン

（

一

co

呂
−
−・

一

露
 

）

　

田

中

鶴

吉
は

幕
倖
・
田

中
右

馬
之
允
の

長

男
と

し

て

安

政
二

年、

訌

戸
麻

痛
の

狸
穴
に

生

ま

れ
た
．

幼

少
の

と

き
か

ら

堅

意
地

な

と

こ

ろ
が

あ
り、

両
親

も
持
て

余
し

て

い

た

が
、

慶

応

元

年
（
一

八

六

五
）

十
一
歳

の

と

き、

自

ら

出

奔
し
て

横
浜

の

外

人
商
館

に

ボ

ー

イ

と

し

て

住
み

込
ん

だ
。

　

　

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

に

上

陵

　

こ

こ

に

訪
れ

て

き

た

客

人
の

う

ち

に

「
ウ

ヰ

ー

リ
モ

ン
」

（

≦

≡
k
∋
O
コ

噌）

と

い

う

米
国

商
船

の

船．
長

が

お

り、

鸛

吉
は

米
国
に

連
れ

て

い

っ

て

く

れ

る

よ

う

頼
ん

だ

と

こ

ろ、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

大
陸
に

寄
っ

て

か

ら
な

ら

米

国
本

土
へ

向
か

う

が

「

そ

れ

で

よ

け
れ

は

．
：

」

と

承
諾

を

え

た
。

鶴
吉
は

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

が

ど
こ

に

あ

る

の

か

さ

え
知
ら

な

か
っ

た

が、

船
良
の

ボ

ー

イ

と

し
て

乗

り
組
む

こ

と

に

し
た、

と

い

う。

　
本

人
の

記

憶
に

よ

る

と、

シ

ド

ニ

ー
、

メ

ル

ボ

ル

ン

な

ど

に

上

陸

し
た
が
、

そ

の

時

期

は

お
4
こ

り

く

慶｛
沁

二

〜一
ご

年
　〔
　

八⊥
ハ
⊥

ハ

〜

七）

で

あ
ろ

う冂、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

に

残
さ

れ

た

日

本
人
の

足

跡
と

し

て

は
、

古
い

方
に

属
す
る

。

　

そ

の

後
な

お
一

〜
二

年
、

ボ

ー

イ

を

勤
め

て

い

る

う

ち
、

慶
応
三

、

四

年
（
一
八

六
七

〜

六

八）

サ

ン

フ

ラ
ン

シ

ス

コ

に

入

港
す
る

機
会
を
え

た
。

鶴
吉
は、

か

ね

て

か・
り

の

希

望
に

従
い
、

船．
長
の

許
し
を
え

て
、

バ

ッ

ク

・
ア

ン

ド

・
ヘ

ッ

ド

製

靴
会
社
の

社
長

宅
に

赤

…

イ

に

雇
わ

れ、

月

給
こ

○
ド

ル

を

貴
う

よ

う
に

な
っ

た。

　

　

製

塩
会

社
に

無

報
酬

で

勤
務

　

明
治

四

年

二

八

七
｝
） 、

岩

倉

具

視
ら

か

欧
米
に

派

遣
さ
れ

て

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

に

立
ち

寄
っ

た

際、

鶴
吉
は

岩
倉
の

訓一．
少
を

（
直
接
に

？）

聞
い

た
．
「
身
に
一

技】

能
あ

ら
ば

本
国
に

立
ち
帰
る
べ

し
」

の

言
葉

に

感

奮
し
た

鶴
吉
は、

サ

ン

フ

ラ
ン

シ

ス

コ

に

近

い

ロ

ッ

ク

ァ

イ

ラ

ン

ド

に

出
来

た

襲
塩

会
社

に

勤
め

る

こ

と

を

思

い

立
っ

た
。

こ

の

会

社

は、

燃
料
を

あ
ま

り

使
用
し
な
い

天
円

法

に

よ

る

製
塩

法
で

特
許
を

え

た
パ

ー

ト
ン

が

設

立

し
た

会

社
で、

鶴
吉
は

こ

の

製
塩

技
術
を

鰺．
得
し

て

帰

国

し

よ

う

と

考
え

た

の

で

あ

る
。

と
こ

ろ
が
バ

…

ト

ン

社
長
は、

技

術
の

盗
ま

れ

る

こ

と
を

警

戒
し

て
、

そ
の

取
扱
い

は

熟

練
を

要
す
る

と

称

し
て

拒

絶
し

た
。

　

そ

こ

で

鶴

吉

は、

無

賃
金
労

働
と

秘
密
厳

守
を
条

件
と

し

て、

よ

う
や

く

入

社
を

許
さ

れ

た
。

そ

の

保

証

と

し
て

は、

当
時
の

日

本

名
誉
領
事

ブ

ル

ッ

ク

の

力

添
え

も
あ
っ

た
ら

し
い

。

無

報
酬
だ
か

ら、

そ

れ

ま
で

貯
え

て

あ
っ
た

七

〇
〇
ト

ル

も
三

力

駕

で

失
っ

た

が、

西

年
目
か

ら

は

若

干
の

賃
金

を

与
え

ら
れ
る

よ

う
に

な

り、

明
治
十
二

年

に

は

月

給
八

〇

ド

ル

を
受

け
て

い

た
。

　

　
日

本
で

製
塩

業
の

勧
め

　

そ
こ

に

転
機
が

き
た
。

前

田

喜

代
松
と

い

う
目

本
人

が

尋
ね

て

き
た

か

ら

で

あ
る

9

馨

代
松
は

東

京
で

牧

牛
を
試

み、

牛

乳
店
を
開

い

た

先
駆

者
で、

さ

ら
に

牧

畜
業
の

拡
大
を

函

ろ

う
と、

そ

の

視

察
に

渡

米
し

た

と

こ

ろ

田

中
鶴
吉
の

こ

と
を

聞
い

た。

二

人

は
意
気

投
合

し
て、

喜
代
松

は

鶴
吉

に

日

本
内
地
で

製
塩

業
を
興

す
こ

と
を

勧
め

た
。

鶴
占
は

こ

れ
に

従
う

こ

と

に

な

り、

帰

国
に

当
た
っ

て、

か

つ

て

は

警

戒
さ
れ

た
パ

…

ト

ン

か

ら
も
一

種
の

証

書
を
も

ら
っ

た
。

　「
当
地
二

於
テ

製

塩

方
法

ヲ

伝

習
ノ

為．

三

箇
年

間
無

給
料
ニ

テ

勉

強

シ、

別、
に

四

ケ

年

闘、

前

後

合
セ

テ

満
七

ケ

年

間、

該
業
二

従

事
シ
、

十・
分
ソ

ノ

精
剛杁
ノ

方
法
ヲ

孰…
知
セ

リ
」

と
の

文

面
の

も
の

で、

さ
ら

に

サ

ン

フ

ラ
ン

シ

ス

コ

駐
在
日

本
領
事
・
柳

谷
謙
太

郎

か
ら

も
「，
田

中
鶴
吉、

多
年

当
地

製
塩
所
二

｛
仕
テ

製
塩
ノ

研
空ん
ヲ

ナ

シ

タ

ル

コ

ト、

拙
者

親
シ

ク

聞

見
ス

ル

所

ナ

リ」

と

保
証

状
を
添

え

て

く

れ

た
。

　

喜
代
松
は

鶴
吉
を

邇
訳

と

し
て、

米
困
各

地
の

牧
場
を

視
察
し

て

帰
国

し
た

が．

喜
代

松
は

牧
牛
の

事

業
は
】

生
の

仕
事
で、

あ
え

て

急

ぐ

に

あ

た

ら
な

い

が
、

製
塩
篳

業
は
一

日

も

早
く

着
手
さ

せ

た
い

と

し

て、

出
資

者

を

募
っ

た
o

と

こ

ろ

が
、

何

よ

り

も

製
塩

の

実

際

を

示

す
こ

と

を

求
め

ら

れ、

東
京

深

川

地

先

に

試

験

所

を

設
け

る

こ

と

に

な

っ

た
。

二

〇
町

歩
（
約
二

〇
万

平

方
メ

ー

ト

ル
）

を

借

受
け

鶴
吉
が

監
督
し
て

鍵
設

に

当

た

り、

い

よ

い

よ

製
塩
に

と

り

か

か

ろ

う

と

い

う

矢

先、

南

風
と

激
浪
が

押
し

寄
せ
、
一

褒
の

う

ち

に

跡
を

出
め

ず

施
設
を
破

壊
し

て

し
ま
っ

た
。

　

喜

代
松

は

全
国
の

速
地
捜

し
を

藍．
吉
に

勧

め、

資
金
を．
冉
78）
出

し
た
。

鶴
吉
は

干

葉、

茨
城、

宮
城
か

ら

愛

知、

三

重、

徳

島
の

各

県
を

歩
い

た

が、

結

局、

天
然

の

乾

燥
地
で

な

け
れ

は

大

日

法

か

不

適
当
で

あ

る

こ

と

を

改
め

て

知
っ

た
。

帰

途、

旅
費
も

乏
し
く

な

り、

芋
畑

の

芋
を

食
［、
て

驚
察
の

厄
介
に

な

り
な

が

ら、

喜

代
松

宅
に

帰
［、
て

き

た

の

が、

明
治

十
四

年
三

月

頃

で

あ
っ

た
。

　

　
小

笠
原
諸

島
で

ま

ず

牧
畜

　

こ

こ

に

至
っ

て、

鶴

吉
は

蒔
節
を

待
つ

た

め

転

業
を

喜

代
松
に

申

し
出
た

が、

喜
代
松

は

当

時
政

府
が

開
拓
の

カ
を

注
い

で
い

た

小

笠
原
諸

島
に

着
目

し
て

い

た
。

気
候
温

暖
で

緑
草
の

絶
え

る
こ

と

の

な

い

こ

と、

併
せ

て

海
洋
に

囲

ま

れ
て

い

る

こ

と

は

動

物
の

逃

匸

を
防
ぐ
か

ら、

天
然

の

牧
場

と

な

り

う
る

と

の

判
断
で

あ
っ

た。

牛

羊
放
飼
の

素

地
を
つ

く
っ

た

う

え、

製
塩
の

適
地

を

求
め

た

ら

と

う
か、

と

い

う
従
案
で

あ
〔．
た

。

　

東

京
府
勧

業
課
に

出

願
し

た

と

こ

ろ、

前

例
が

な

い

と

し

て

却

下

さ

れ、

改
め

て

府
魏

事
・
松
田

道
之
に

嘆
願

し
て
、

拝
借

願
を

副

す
よ

う

に

と

の

内
諾
を

こ

た
。

鶴
∴
は、

明

治
十
四

年

六
月、

単

独

で

伺
諸
島
に

渡

り、

讙

査
に

当
た
っ

た

結
果、

嫁
島
が
製

塩
に

適

地
で

あ
る

こ

と

を
見

定

め

た
。

　

小
笠

原
諸

島
は
、

明

治
八

毎

内

務
省
の

所

属
と
な

り、

父

島
に

小
笠
原

事

務
所
を
お

い
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一9 一

て

経

営
に

乗
り

出
し
た

が、

明

治
十
三

年

十

一

月、

所

管
は

内

務
省
か

ら

東
京
府
に

移
さ

れ
た

。

し
た

が

っ

て
、

鶴

吉
が

調
査
に

お

も

む
い

た

頃

は、

東
京

府
の

経
営
も
ま

だ

端
緒

に

つ

い

た

ば
か

り

で

あ
っ

た
。

　
明

治
十

九
年
一

月
十
五

日

か

ら

二

月

十
二

日

号
に

わ

た

り

「

時
事

新
報
』

は
、

無

人
島

で

の

籠
城

生

活
を

評
し
て

「

東

洋
の

小
ロ

ビ

ン

ソ

ン
・
ク
ル

ー

ソ

ー
」

と

称
∵

凡
、

本

人
の

談

話
を
ま
と

め

た

記
事
を

連
載
し

た
G

こ

の

記

事
に

よ

る

と

嗣
島
を

選
択

す
る

に

際

し
て

ー

ー

（
新
か

な
つ

か
い

に

直
す）

　
「

田

中
一

人
、

同
島
に

渡

航
し

十
数
日

間、

彼
地

此

地
巡

航
な

し
、

な

お

船

便
の

な

き
処

は

土
人

を

雇
い

独
木
船
に

打
乗
り

て

近

傍
四
、

五

十
里
が

間
は

残
る

隈
な

く
穿

索
せ

し
に、

思
い

し

よ

り
も

土
地

病
良
く、

特
に

こ

れ

ま

坏、
乱

ハ

跡
の

犀
欄

甑
裡

ぬ

ヒ
地
に

て

風

土
良
く

生

草

繁
茂

し、

山

高
か

ら

ず

谷
深
か

ら
ず

牧
場
に

恰
好

し
て
、

し

か

も

南
向
の

平

面
地

に

製
塩

に

は

極
め

て

適

度
な

処
あ
り

」

　

と

の

理
由
に

ょ
っ

た

の

で

あ

る
。

　

同

明

治
十
四

年
九

月
上

旬、

鶴

吉
は
一

人

嫁
島
に

乗
り
込

む

こ

と

に

な
一．
た

。

種
牛

五

頭、

豚
二（
U

頭、

驚
五

〇

羽
の

う

ち、

豚
一

五

頭
が

船
中

で

病
髭

し

た
．

こ

の

億
か
、

岸

活
必

需
品
と

し
て

米
麦、

大
豆、

小
豆
の

数

俵、

斧、

鋸
そ

の

他
二、

三

の

大
工

道
具
に

麻
縄、

細

引、

さ
ら
に

「

無

人
島
の

籠
城
に

欠
く
べ

か
ら
ざ

る

鳥
銃
一

挺、

燃
草、

燧

石

一

具
」

を

携
え

て

い

た
。

　
滞

島
中
の

米

麦
は
、

喜

代

松
が

仕

送
り
に

当
た
っ

た

が、

そ

の

運
賃
に

つ

い

て

は

東
京

風
帆
船
会

社
社

長
・
遠

武
秀

行
の

特
別
な

配

慮
を
受

け
た

と
い

う。

　

明
治

十
八

年
に

初

め

て

刊
さ

れ
た
日

本
海

軍

水
路
部
の

『

ヨ

本

水

路
誌
」

の

第

二

改
版

（
大

正

三

年

刊）

は、

嫁
島
の

項
を

次
の

と

お

り
解
説
し

て

い

る
。

　
「

聟
島

列

島
の

最
南

島
ニ

シ

テ

媒
島
／

南

方
約
七
浬
二

在

り、
一
二

栄

次
ケ

島
ト

日
〆，

一

島
二

嶼

ヨ

リ

戒
ル
g

全
島．
樹
木

尠
ク

雑
草

生
長
ス
。

0
住

民
ハ

泉
水
ヲ

顯

ウ
レ

ド

モ

其

ノ

量

極
メ

テ

尠
ク
、

水
質
モ

亦
不

良

ナ

リ

C

島
周
ハ

多

ク

岩
崖

絶
壁
ニ

シ

テ

島
ノ

南
郎

両

側
二

小
浜

ア

リ

○

入
凵

五

（

明

治
四

十．
二

葎

十
二

月罰
調）

ア

リ、

牧
蓄
ヲ幅
柔−、
−

ス

」

　

鶴

吉
が

無
人

島
生

活

を

宮
ん
だ

峙
代

と
異

な
る

の

は
人
口

だ
け

で、

そ
の

状
況
は

同
じ

と

考
え

ら
れ

る

の

で、

鶴
吉
が

相
当
な

困

難

に

出
会，．
た

で

あ

ろ

う
こ

と

は、

こ

れ
で

容

易
に

推

察
で

き

る
。

　

つ

い

で

に

い

え
ば、

山

方
石

之
助
明．
小
笠

原

島
志」
（

明

治

三

i
九

年
刊
）

で

は、

i小 笠 原 詫 島
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「

嫁

島
は

…・
：

全
島
禿

兀、

樹
木
な

く、

萱
葭
蕃
生

し
て

水
乏
し、

且
つ

沿

岸
概
ね

絶

壁
に

し

て

寄
航
太

だ

難
し。

明

治
←
二

年
中

父
島
の

住
民、

西
浜

栄
次

暴
風
に

あ
ひ、

兄

島
よ

り
こ

の

島
に

漂

着
せ

し

よ

り
又
栄

次
ケ

島
と

称
す

。

目
下、

島
内
に

牧
場
を
設

け、

牛
豕
野
羊
の

類、

大
い

に

繁

殖
す
と
い

ふ
」

と、

牧

畜
は

縄
々

と

続
い

た

ら
し
い
。

　
　

協

力
者
が

逃
げ

出
す

　

最

初
の

無
人

島
生

活
は

明

治
十
五

年

六
月

の

帰

京
ま
で

で

あ
っ

た
。

同
年

十
｝

月、

鶴

吉
は

定
期
の

風

帆
船
で

戻
っ

た
。

こ

の

と

き、

一
兀一
二

菱
商

船
学

校
の

生什
健

だ
っ

た

信
州冖
人、

二

十
二

歳
の

青

年

を

助
手
と

し

て

連
れ

帰
っ

た几｝

ま

た

東

京
府
か

ら

洋
生・
二

頭、

綿
羊
五

〇
頭
の

貸
与
を

受
け
た。

と

こ

ろ

が
、

翌
＋，

七
年
二

月

青
年

が
突

然
東
京
に

帰
っ

て

き
た
。

後
援

者

で

あ
る

喜
代

松
が

糺
し

た

と
こ

ろ、

鶴

吉

の

あ

ま

り
に

も

命
知
ら

ず
な

豪

胆
さ
に

恐

れ

を

な

し

た
た

め

で

あ
っ

た
。

　

鶴
吉
は

そ
の

後、

聟

島、

媒

島
の

二

島
に

牛

羊
を

拡
げ、

さ
ら

に

姉
島、

妹
島、

姪
島

（
い

ず
れ
も

聟

島
列

島
内
）

に

も

移
し
て

繁

殖
が

進
ん

だ
。

鶴
士
口

は

厚
六

島
国
の

王
謬

に

な
っ

た

よ一
つ

で

あ
っ

た。

そ

れ

た

け

の

人

手

が

必
娑

と

考
え
た

喜
代

松
は、

賭

博
犯
で

刑

期
の

終
わ
っ

て

改
心

し

た
い

と
い

う
上

総
の

男
を

送
っ

た

が、

こ

れ

ま

た

半

年
で

父

島
へ

逃

げ
出
し
て

し

ま
っ

た
。

無
人

島
生

活
の

茗

し

さ

と、

鶴
吉
の

辛

苦
が

わ
か

ろ
う

と

い

う

経
過
で

あ
っ

た。

　

と

は
い

え、

牧
畜
に

つ

い

て

は

＝
沁

の

成

果
を

み

て、

念
顴
の

製
塩

試

験
場
を

父

島
に

設
け
る

計

画
が

進
ん

だ。

ま
た

政
府
に

あ
っ

　
て

も、

留
置
監

の

囚

人
を

こ
の

作
業
に

当
て

よ

う
と

す
る

施
策
が

推
さ
れ
た

。

し
か

し
、

実

際
の

製

塩

に

手
を

伸
ば

す
こ

と
は．

な

お

多
額
の

投
資
が

必

要
で

あ
ろ

う
と

判
断
さ

れ

た
。

明

治
十
八

年

も

押
し
迫
っ

て、

東
京
に

帰
っ

た

鶴

吉
は、

福

沢
諭
士

口

の

勧
め
も

あ
っ

て、

再
度

ア

メ

ーー
丿

力

へ

調
査
の

旅
に

出
る

こ

と

に

な

っ

た
。

　

再
渡

米
し
た
の

は
明

治
二

十
年

で
、

有

名

人

と

な
っ

た

鶴
吉
に

は、

井
上

角
五

郎、

塚

本

松

之

助
と

い

っ

た

実
業
人

の

後
援
も

加
わ

っ

た
。

し

か

し、

鶴
吉
も

自
ら
の

生

活

安

定

を

考
え

た

ら

し

い
。

調
査
の

終
わ

ら

な

い

う

ち
サ

ン

フ

ラ
ン

シ

ス

コ

の

オ

フ

ユ

ー

ム

劇

場

の

会

計
助
罫
と
な

り、

そ

の

ま

ま

三

〇
年

余

h・
働鼎
き
つ

づ
ロ

リ
、

　冖
凵

本
＾

ハ

山〕
の

交
渉
も髄
逝

け

た
。

結
婚
し

て
四

女
を

も
う

け、

大
正

十
四

年、

七
十
六

歳
で

歿

し
た
。

　

青
年

時
代
の

貴
重
な

時
間

を

費
し

て

の

製

塩
技

術

習
得
で

は
あ
っ

た

が、

遂
に

日

本
で

の

事

業
は

成
款
で

き
な

か
っ

た
。

「

東

洋

の

小

ロ

ビ

ン

ソ

ン
」

と
の

称
を
え

た

と
は

い

え、

小
説
の

ロ

ビ

ン

ソ

ン
・
ク

ル

…

ソ

ー

と

同
碌

な

運

命
を

た

ど

ら
ざ
る

を
え

な

か
っ

た
。
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